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研究結果 

本 研 究 は 、 孫 文 （ 1866-1925） と 渋 沢 栄 一 （ 1840-1931） の 知 行 観 念 と そ の

行 動 規 範 に つ い て 、 時 代 背 景 、 彼 ら の 交 流 、 活 動 実 績 、 直 筆 の 文 書 等 の 資 料

か ら 、 そ の 差 異 や 共 通 点 を 明 ら か に す る も の で あ る 。  

 本 研 究 に お い て 、 孫 文 と 渋 沢 の 思 想 に は 、 知 行 観 念 に よ っ て 行 わ れ る 実 践

の 中 心 に は 大 愛 思 想 が な け れ ば な ら な い 、 と い う 共 通 点 が あ る こ と が 明 ら か

と な っ た 。 そ れ は つ ま り 、 知 行 観 念 に よ っ て 実 践 さ れ る べ き 、 知 識 、 思 想 、

政 治 的 な ス ロ ー ガ ン は 、 社 会 、 国 家 、 民 族 、 そ し て 、 世 界 へ の 愛 と し て 反 映

さ れ な け れ ば な ら な い と い う こ と で あ る 。  

 孫 文 は 、 大 愛 思 想 を 中 国 の 儒 教 の 仁 、 つ ま り 、 慈 悲 の 心 で あ る と 解 釈 し 、

自 分 で は な く 、  他 者 を 愛 す る 心 で あ る と し 、 そ れ は 、 す な わ ち す べ て の 人

々 を 愛 す る 心 で あ る と し た 。  そ し て 、 そ れ は 、 世 界 を 救 う た め に 自 己 を 犠

牲 に す る 精 神 で あ る こ と を 強 調 し 、  当 時 混 乱 の 渦 中 に あ っ た 中 国 4000万 人

の 人 々 の 幸 せ を 求 め 、 無 私 無 欲 に 政 治 的 実 践 を 行 っ た 。  

 一 方 、 渋 沢 は 論 語 か ら 知 行 観 念 と 大 愛 思 想 を 学 び 、  大 愛 思 想 の 慈 悲 の 根

源 で あ る 愛 と は 、 国 民 の 利 益 を 追 求 し 、 利 己 心 を 放 棄 す る こ と で あ る こ と に

加 え て 、 国 土 、 国 家 を 愛 す る こ と で あ る と し 、 社 会 と 国 家 へ の 公 益 や 福 祉 を

追 求 す る 実 践 を 行 っ た 。  

 孫 文 と 渋 沢 が 、 日 本 、 中 国 そ し て 台 湾 で 知 行 観 念 の 具 現 化 と し て 実 践 し て

き た 偉 大 な 業 績 の 背 景 に は 、 そ れ ぞ れ の 個 性 的 な 大 愛 思 想 が 存 在 し 、 そ れ は

今 日 に 継 承 す べ き 思 想 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

 

  



2 

 

研究成果の公表について(予定も含む） 

口頭発表 （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

1．  孫中山與澀澤榮一的知行觀研究----以大愛思想的踐行為中心。謝嘉文、大鋸智 

2021 第三屆兩岸孫學研究學術論壇。2021 年 10 月 14 日。大瀚環球商務中心（台北

市忠孝東路四段 285 號 5 樓） 

2． 「金錢萬能乎？」---- 論孫中山與澀澤榮一的財富觀。謝嘉文、大鋸智。 

「孫中山、辛亥革命與 20 世紀中國」學術研討會。2021 年 11 月 13 日。場所：線上 

3． 孫中山與澀澤榮一的情誼----論中日提攜的雙贏策略。謝嘉文、大鋸智 

「大道之行─紀念辛亥革命 110 週年」。2021 年 10 月 10 日。國父紀念館 

 

 

論文 （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 

書籍 （題名・著者名・出版社・発行時期等） 

題名：支那革命之父與日本經濟界之神----孫中山與澀澤榮一「知行觀」研究 
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